平成25年度第2回八尾市生涯学習センター学習プラザ運営審議会
日時：平成26年3月13日（木）午前10時00分から
場所：八尾市生涯学習センター学習プラザ4階　大研修室
出席委員（名簿順）

正田委員、西寺委員、村尾委員、小角委員、大西委員、中西委員、森委員、高橋委員
欠席委員

小林委員、堀委員、植野委員

事務局（八尾市教育委員会）

浦上教育長、伊藤教育次長兼生涯学習部長、杉島生涯学習スポーツ課長、

宮田生涯学習スポーツ課長補佐、奥保生涯学習スポーツ課長補佐

指定管理者（（公財）八尾市文化振興事業団）
　木村業務執行理事兼事務局長兼生涯学習センター長、川邊学習プラザ事業班リーダー、

日吉学習プラザ事業班チーフ
（次第）

１　開会

２　新委員紹介

３　教育長挨拶

４　案　件

　　　　（１）平成２６年度　八尾市生涯学習センター学習プラザ事業計画案について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・資料１、資料２、資料３
　　　　（２）八尾市生涯学習センター駐車料金の改定について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・資料４

（３）　その他
会議要旨

１　教育長挨拶

　 （略)

２　案件

（１）平成２６年度　八尾市生涯学習センター学習プラザ事業計画案について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・資料１、資料２、資料３
○事務局

（指定管理者の選定経過を説明)
○指定管理者

（資料に基づき説明）

○委員
新しく指定講座ということで、社会の要請や時事問題に応じた現代的な課題ということで、指定講座をやっていただくんですけれども、その中でちょっと気になりましたのは、特に時事問題での講座、それの講師については、以前に講座として、講師に偏りがあるのではないかということも問題になったことがあります。だから、市として、公の機関として、時事問題に関する講座のときに講師の選定、それについては、より公平に、どちらからも異議の出ないような講師設定をお願いしたいと思います。
○事務局　
これまでの当運営審議会におきましても、時事問題に対する取り組みであるとか、もう少し、趣味的な講座だけではなくてというような御意見等もございましたので、その辺も踏まえまして、今回指定管理者の選定に当たりまして、見直したところでございます。指定講座につきましては、内容を見ていただきましても、まだまだ充実したというところまではいってないと思いますが、その辺につきましては、指定管理者が最終決定されたのが１２月の末で、その後の期間というのも３カ月程度しかなかったということで、指定管理者としても努力はしていただいたと考えております。ただ、今後も引き続き、市と指定管理者、お互いに協議しまして、内容が充実するように努めていきたいと考えております。それと、お話にありました趣味的な講座につきましては、指定管理者の自主事業という形で引き続き取り組みをしていただくという形になっておりますので、講師の選定等も含めて、十分気をつけながら取り組んでいきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。
○委員

根本的な問題になるかと思うのですが、社会の要請、それから、時事問題をどう捉える努力をしていくのですか。
○指定管理者

本日、資料１のところにａからｔまで書いておりますが、これは市からお示しされた指定講座の５０の内容でございます。これを受けまして、資料として、平成２６年度の開催講座の詳細をお配りしております。この資料の一番右を見ていただきますと、八尾市の関連計画等という欄がございます。ここに、市役所の各分野の計画を網羅させていただいて、市でどのようなことが問題になっているのかをまず検討させていただきました。それからテレビ、ラジオ、新聞等で問題になっております問題、特にニートの問題、非正規労働の問題、男女協　　　働の問題、女性の登用率の向上等も留意しながら、事業団内部で、企画委員会を設置し、現在も実施している講座を中心にして講座内容を検討させていただきました。指定管理者の正式決定を受けたのが、昨年の１２月２０日で、それまでは市と一切協議することもできませんでした。ですので、とりあえず今回は、事業団の企画委員会を中心にさせていただいたので、十分な市の意図に沿った内容になっていないということは十分承知しております。ですから、平成２６年度に入りましたら、２７年度以降の事業計画につきましては、市と十分意見交換をしながら、新しい事業計画を作成してまいります。その中で、市の意図している指定講座に十分合致した講座等を実施したいと考えております。
○委員

市の考えを十分に生かしていただくと同時に、一般市民からのニーズも受け取れるように、いつもアンテナを張っていただきますよう、よろしくお願いしたいと思います。
○事務局

指定管理料につきましては、昨年、指定管理者を募集したときに、我々事務局と、財政当局で、指定管理者にお払いする指定管理料を計算させていただき、その範囲内で指定管理者より御提案をいただくという形になっておりますので、指定管理者からいただいた提案額と言いますか、それを今後５年間お支払いするという形ですので、毎年、指定管理料の見直しというのは基本的には行いません。ただ、昨今、消費税の関係ですとか、電気使用料が値上げになったとかという、募集の段階で想定できなかった要因に伴います見直し等は行いますが、基本的には、応募の段階で指定管理料というのは決まっているという形になっております。
○事務局
我々も講師の選定等につきましては、指定管理者と十分協議をしていかせていただきます。ただ１点、お願いしたいのは、先ほども委員長からも御発言ありましたように、現代的課題というのは、なかなか難しい、広範囲に渡る問題だと思います。我々もいろいろとない知識なりで検討しておりますが、この審議会でも何かヒントになるような中身等がございましたら、積極的に御発言いただければと思っておりますので、よろしくお願いいたします。
○委員

市が行われるものは、公の機関として行うときに中立性を疑われるようなことのないようにということだけをお願いします。
また、講座の受講料については、特に、民間で行われている教室とのバランスが取れるような配慮をお願いしたいですし、以前、各地区のコミセンで行われている講座受講料との違いについても意見が出ていたと思いますがいかがですか。
○指定管理者
受講料の件についてですが、基本的にこちらの資料のリストに回数、全ての受講料を書かせていただいております。例えば、茶道表千家でしたら４万８，０００円、少し高いような金額がついているんですけれども、こちらは、見ていただきましたら、回数が３０回、年間通してということになっておりますので、お抹茶などの材料費も全部含めてということで、１回１，５００円というような形の参加ということにさせていただいております。大体の目安としましては、やはり、民間で開催されているものよりは安価に設定させていただいておりますので、その辺は、こちらも気をつけてさせていただいております。ただ、最低限の材料費や講師謝礼も支払っていかないといけない部分がありますので、その辺との兼ね合いを考え、受講料というのを決めさせていただいております。
○事務局
コミセン講座との受講料の差という部分で説明させていただきます。コミセンは、市内に１０館あり、そちらで講座を実施しております趣味的な講座等につきましては、基本的にお一人１回２００円という費用負担で実施していただいております。これにつきましては、もともと公民館講座として取り組んでいたということもございまして、公民館の講座につきましては、社会教育法で位置づけられており、市民の皆様に学習する機会を、行政として提供するというのが前提となっておりますので、基本的に無料というのが、多いと認識しております。このような経過もございまして、現在、各コミセンの運営協議会に我々から、事業実施の委託料というのをお支払いし、その中で講師謝礼等も賄っていただいているという形になっております。ですので、こちらの生涯学習センターで取り組んでおります講座の受講料に比べては割安な金額で受講いただいておりますけれども、一定、受講生からも費用負担という形ではいただいておりますし、それ以外に講座ごとで、材料が必要な部分につきましては、その部分の材料費についてもいただいて、運営しているという形になっておりますので、よろしくお願いいたします。
○委員
趣味から現代的課題への取り組みとして、私の意見としては主婦層の社会復帰を後押ししていただくような実用的な講座内容を希望していたんですが、こうやって今回、資料を拝見させていただいて、とても、幅広く社会的な課題について取り組んでいただいているなというのが率直な意見です。もう一つ個人的に少し思いましたのが、あくまで、生涯学習センターの位置づけとして、学ぶことのきっかけづくりということは、とても理解できますし、趣味に特化した場合、それでも、とてもすばらしいと思うのですが、浅過ぎた場合に、少し時間の浪費ということにもなりかねないなというのが率直な意見であります。と言うのも、授業内容のクオリティーに少し問題があって、講座が全部消化できなくて、結局、講座が終わった後に目標としていた力量がついたかというと全くついていない、という課題がありました。ですので、御提案としましては幅広いきっかけづくりということは一理あるのですが、例えば、資格の３級だけを取れる講座を作って、２級、１級は、そちらで３級を取得された方が興味を持たれて、個人運営の学習するところへ通うことも一つだと思うので、市と生涯学習センターの位置づけとして、３級だけは取得できるような講座を継続して運営されてはいかがかなと思います。
○指定管理者
貴重な御意見をいただきありがとうございます。資格取得の講座というのは、やはり、所定の行政官庁から認定機関として認定をされるという形が必要になるかと思っていますので、なかなか資格取得講座の開設にはいたっていません。ただ、御要望があるというのはよく聞いておりますので、これは検討する必要があると思います。生涯学習センターにつきましては、公共の施設ということでございますので、民間と違う大きなところは、全ての方を対象にした講座を実施しなければならないという使命がございます。ですから、小さい子どもから高齢者の方、あるいは障がいをお持ちの方とか、そういう方々も念頭に置いた講座を、これからは実施しなければならないと思っております。ですから、指定講座の中でできるものと、市とも協議しながら、指定管理者独自で判断できる自主講座の中で、できるだけ多く方の御要望に応えるような形でやっていきたいなと思っております。
これについては、なかなか一朝一夕にはいきませんので、市とも十分協議をしながら、多くの意見を斟酌しながら、講座の再構築に努めているところでございます。今年度だけでも６講座の見直しをさせていただいておりますので、その辺のこともあわせて進めながら、新しい講座のあり方について十分検討させていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。
○委員

確かに、一般的な講座というのは、受講者のレベルとか質が特定されずに一般に募集するものですから、様々な人が入ってきます。そういうことで、講座の内容は非常に難しいと思います。今、意見が出されたように、初めからきちんと資格を取ることを目的とする講座ができれば、それはありがたいことだと思います。

○委員

子ども講座、親子講座というところで、食育、コマ回し、けん玉などいろいろ列挙されており、親子で楽しめる講座っていうくくりにはなっています。しかし、資料のところで、幼児期については親子対象であるという形で大体見受られるのですが、小学生に入ったときには、子どもという対象というようになってしまっています。親とすれば低学年ぐらいのときまでは、親がそばで見ているよという環境を作ってあげたいなと思っています。最近の家庭というのは、子どもをどうも外にほうり出して、習い事をさせたり、何とか行っておいでと放り出してしまっている時間帯を作ってしまっているのですけれども、本当にそれでいいのかと、すごく疑問に思うところがあります。実際、地域の方でも御年配の方々が様々な取り組みで子どもを楽しませていただいているのですが、そこには、保護者の姿がありません。そうすると、子どもは好き勝手なことをし、地域の方は自分の子どもではないので、そんなに厳しく言えないという、ちょっとぬるま湯というか、何とも言えない思いがあるのですけれども、やはり、そこのところに保護者が参加できるようなものがあったらいいなと思っています。例えば、子ども講座で、ダンボール工作とかパソコンで工作、サイエンスに挑戦とか、そのような内容のところでは、地域の人材やまちの中の達人を活用するとなっているのですが、それだけではなく、保護者にもボランティアで参加を呼びかけてもいいかと思います。また保護者に対して、今回、コモンセンスペアレンティングっていう、とてもすばらしい講座を設けられていて、内容はとてもいい内容だと思うんです。ただ、このコモンセンスペアレンティングというのは難しいネーミングだと思って、もっと裾野が広がるような、たくさんの親御さんの注目を集められるようなネーミングであってもいいかと思います。すごくレベルの高い講座に見えてしまいます。
○指定管理者
貴重な御意見ありがとうございます。コモンセンスペアレンティングについてなんですが、市民の方に打ち出すチラシには、今のところ、怒らない、怒鳴らない子育てということで、大きく見出しを作らせていただいております。ただ、内容がコモンセンスペアレンティングというものを利用させていただいておりますので、名前はつけさせてもらっているんですけれども、見出しは、子育てが変わる、怒らない、怒鳴らない子育てということで大きく打たせていただきまして、イラストなども子どもさんが嫌々と言って泣いて困っているとか、そういうチラシのイラストをつけさせていただきまして、お母さん方から、そうそう、こういう状態で困っていると言って申し込んでいただいているような環境もございます。その辺も含めて寄り添った形ということで、広報も考えていきたいと思います。また、その前段階で言っていただきました件ですが、基本的に夏休みの子ども講座などは小学生を対象にどんどん行っています。長期休暇に入りますので、お子様の時間がたくさんあるということと、地域の人とももっと触れ合ってもらいたいというので、小学生もどんどん来れるようなものを打ち出させていただいているのです。ここには強制はできないのですが、親子と一緒にということで、特に低学年は、祖父母や保護者と一緒に来てくださいというような条件をつけている講座も多々ございます。高学年につきましては、保護者や友達と来てくださいというような形で打ち出しをさせていただいております。やはり、親と子が触れ合うというのが、とても人格形成のキーポイントになるというところに、私どもも目をつけさせていただいておりますので、今後、いただいた御意見を参考にさせていただきたいと思います。
案件

（２）八尾市生涯学習センター駐車料金の改定について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・資料４

○事務局

(資料に基づき説明)

(３)その他

○事務局
（H25年度に実施したセンターの改修・修繕について及びH26年度以降の地区生涯学習推進事業について説明）

○委員
今、自転車の乗り方が非常に問題視されております。八尾市内の小学校はほとんどが左側通行とおっしゃっていますが、２、３校右側通行で歩道を走るようにと言われているような学校があるんです。やはり、統一していただかないと子どもの安全、安心のためには、いかがなものかなと思っております。
○事務局

昨今、自転車による事故等が多発しているということで、法律的な見直しも昨年行われたというのは、私も知っておりますが、ただいまの各学校園における取り組み等が若干統一されていない部分もあるのではないかというような御意見だったと思いますので、その辺につきましては、我々の方からも、そういう御意見をいただいたという形で、お伝えさせていただきたいと思っております。それと、あとは自転車の乗り方等も現代的課題の一つと言えば一つですので、今後、それらに関する講座と言いますか、何か、こちらの施設であるとか、各地区のコミュニティーセンターでできるようなことがないかというのは、事務局としても考えていきたいと思っておりますので、また何か、それの実現に向けてアイデアがございましたら、委員さんからもいただければと、思っておりますのでよろしくお願いします。
○事務局
小学校も中学校も防犯教室、あるいは、自転車の乗り方というのは年間通じて何回かやっています。学校だけで行う場合もありますが、大体は警察に来ていただいて、自転車の乗り方の指導をしてもらっています。ですので、一定同じルールに従って指導してもらっていると思いますが、何校かが反対のことを教えているということであれば、担当課は、指導課でので、確認します。
○委員

統一した対応となるようお願いいたします。

○事務局
一度確認しておきます。

○委員

今、自転車の乗り方の話が出てきたので、今、ここで御報告させていただきますけれど、今回、育成協では、新年度に警察の方に来ていただいて、道交法についてや、自転車の乗り方などについて講習をしようかということになっています。子ども向けにもさせていただこうかなと思っておりますので、また、そのときには報告させていただきますので、よろしくお願いいたします。
○委員

私は、指定管理者選定制度自体が競争原理に基づいていることはいいのですけれども、実現困難なことまでを打ち出していって、競争に勝ち進まなければいけない。その点あんまり頑張り過ぎて、理想的なものを作ってしまうと実現が困難になるのではないかと。今回、子どもの講座というものを考えていただいて大変いいと思います。これはすばらしい計画だと思います。これを実現するというよりも、これを進めていく過程でいろんな問題が出てくれば、また、その中で反省して、ころころと変えていけばいいと思います。いろいろ現実に沿って、変えていけばいいと思うのですが、やはり、行政は、簡単に変えることはできないというような縛りがあるように思います。私個人の問題ですけれども、仕事もやってきて、いろんなこともやっているのですが、これはあかんなと思ったら変える、これをやってみようかなと思ったら挑戦するとか、非常にフレキシブルに物事を考えていっていた訳です。今後、社会が非常に難しくなりますが、コモンセンスを受けてくれたらいいなという人は実際には受けていません。みんな、来られる方はある程度、もうコモンセンスをお持ちで、そういう人が来られるので、実はますます差が出てくると思います。今、少し話が違いますが、本当に社会問題になっているのは、子どももさることながら若いお母さん、お父さんがやはり子どもをちゃんと教育できるレベルに達しておられないと。だから、そういう人たちが、本当に父親や母親として、常識的な家庭生活を営めるような教育も含めて、こういうことを練り上げていただきたいなと思います。
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